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第 74号 平成 22年 5月　（�）
　

四
月
二
十
六
日
、
平
成
二
十
二
年
度
中
部
森

林
管
理
局
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
記
者
発
表

を
行
い
公
表
し
ま
し
た
。

一　

取
組
方
針

　

中
部
森
林
管
理
局
は
、
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
を
旨
と
し
て
、
平
成
二
十
年
十
二
月
に
策

定
さ
れ
た
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
」
や
昨
年
十
二
月
に
策
定
さ
れ
た

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、
開

か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の
国
有
林
野

の
管
理
経
営
や
民
有
林
と
の
連
携
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
に
つ
い
て
は
、
民
有
林
施

策
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
球
温
暖

化
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
を
は
じ
め
と
す

る
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
多
様
で
活
力
あ
る

森
林
の
整
備
や
木
材
の
安
定
供
給
等
に
率
先
し

て
取
り
組
む
べ
く
、
以
下
の
項
目
な
ど
を
中
心

に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

二　

公
益
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

　

管
内
の
国
有
林
野
は
、「
日
本
の
屋
根
」
と

呼
ば
れ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
し
た
脊
梁

山
脈
や
重
要
な
水
源
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
な
国
土
管
理
の
要
と

し
て
、
国
土
保
全
・
水
源
か
ん
養
・
地
球
温
暖

化
の
防
止
等
に
果
た
す
国
有
林
野
の
役
割
や
国

民
の
期
待
等
を
踏
ま
え
、
森
林
の
公
益
的
機
能

の
持
続
的
発
揮
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
取
組

み
ま
す
。

（
一
）�

国
土
保
全
や
地
球
温
暖
化
防
止
等
に
資

す
る
健
全
な
森
林
づ
く
り

　
　
　
　

︱
森
林
整
備
事
業
等
︱

　

山
地
災
害
の
防
止
、
水
源
か
ん
養
等
の
公
益

的
機
能
の
発
揮
に
加
え
、
森
林
吸
収
目
標

千
三
百
万
炭
素
ト
ン
の
達
成
に
向
け
て
吸
収
源

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林
を
効
率
的
か
つ

確
実
に
増
や
す
た
め
、
森
林
整
備
事
業
等
に
よ

る
間
伐
等
の
着
実
な
実
施
に
努
め
る
と
と
も

に
、
長
伐
期
化
、
天
然
力
を
活
用
し
た
針
広
混

交
林
化
な
ど
、
多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

（
二
）�

森
林
整
備
や
木
材
利
用
を
進
め
る
た
め

の
路
網
の
整
備 

︱
林
道
事
業
︱

　

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
に
必
要
な
路
網
を
計

画
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
間
伐
材
の
搬

出
・
利
用
を
図
る
利
用
間
伐
の
拡
大
に
積
極
的

に
取
組
む
た
め
、
開
設
コ
ス
ト
の
低
い
作
業
道

な
ど
を
主
体
と
し
た
路
網
の
整
備
を
加
速
化
し

ま
す
。

（
三
）�

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
の

国
土
保
全
対
策 

︱
治
山
事
業
︱

　

荒
廃
地
の
早
期
復
旧
等
を
図
る
た
め
、
間
伐

等
に
よ
る
災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
集
中
豪
雨
や
地
震
等
に
よ

り
発
生
し
た
崩
壊
地
等
を
治
山
施
設
の
整
備
に

よ
り
早
期
に
復
旧
し
、
下
流
へ
の
被
害
を
未
然

に
防
止
し
ま
す
。

三　

生
物
多
様
性
の
保
全

　

貴
重
な
森
林
生
態
系
等
を
国
民
共
通
の
財
産

と
し
て
適
切
に
保
全
・
管
理
す
る
た
め
、
保
護

林
な
ど
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
森
林
の
保

全
・
管
理
、
希
少
な
野
生
動
植
物
種
の
保
護
管

理
、
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
取
組
や
森

林
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

四　

木
材
の
安
定
供
給
及
び
利
用
の
推
進

　

木
材
の
効
率
的
な
利
用
及
び
安
定
供
給
の
た

列状間伐の実施（飛騨署）

スギの間伐材を利用した
法面基礎部の土留工（木曽署）渓流の保全に配慮した工法（中信署）

間伐材の安定的な供給
（南木曽支署）

高山植物を保護する
防護柵の設置（南信署）

平
成
二
十
二
年
度 

中
部
森
林
管
理
局
事
業
概
要
を
公
表

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
へ
」
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め
、
間
伐
材
の
搬
出
・
利
用
を
図
る
利
用
間
伐

の
推
進
や
需
要
動
向
等
に
応
じ
た
計
画
的
な
生

産
・
販
売
の
推
進
、
公
共
施
設
や
バ
イ
オ
マ
ス

等
と
し
て
の
木
材
利
用
の
推
進
に
取
組
み
ま

す
。

五　

地
域
の
森
林
・
林
業
を
支
え
る
取
組

　

各
署
等
の
素
材
生
産
請
負
事
業
地
に
お
け
る

現
地
検
討
会
等
に
よ
り
、
地
形
・
林
況
等
に
応

じ
て
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
等
を
組
み
合
わ

せ
た
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の

普
及
・
定
着
に
取
組
む
と
と
も
に
、
技
術
指
導

等
に
よ
る
林
業
事
業
体
の
育
成
や
、
民
有
林
と

国
有
林
が
混
在
し
て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
よ
り
効
率
的
な

森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等

と
の
森
林
整
備
の
推
進
等
に
関
す
る
協
定
の
締

結
や
、
こ
れ
に
基
づ
く
民
有
林
・
国
有
林
が
一

体
と
な
っ
た
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
の
設
定

等
に
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。

六　

地
域
振
興
等
へ
の
寄
与

　

自
然
休
養
林
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

に
つ
い
て
、
地
元
協
議
会
と
の
連
携
・
協
力
や

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
等
に
よ
る
民
間
活
力

の
活
用
に
よ
り
施
設
整
備
等
に
取
組
む
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
広
く
国
民
に
保
健
休
養
の
場
と

し
て
提
供
し
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
や
観
光

等
、
地
域
の
振
興
に
貢
献
し
ま
す
。

七　

技
術
の
向
上
や
人
材
の
育
成

　

森
林
の
公
益
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
を
図
る

た
め
、
地
域
の
特
色
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
森

林
施
業
法
や
路
網
作
設
法
等
の
技
術
の
開
発
・

普
及
に
計
画
的
に
取
組
む
と
と
も
に
、
大
学
等

と
も
連
携
し
て
森
林
施
業
技
術
等
の
開
発
・
普

及
や
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
・
技
術
検
討
会

等
を
実
施
し
ま
す
。

八　

�

透
明
性
の
高
い
形
で
の
国
有
林
野
の
管
理

経
営
の
推
進

　

森
林
計
画
の
策
定
に
お
け
る
地
域
に
根
ざ
し

た
幅
広
い
情
報
等
の
反
映
や
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

制
度
等
を
通
じ
た
国
有
林
へ
の
要
請
等
の
反
映

な
ど
、
国
民
の
皆
さ
ん
と
の
双
方
向
で
の
情
報

等
の
受
発
信
に
よ
り
、
透
明
性
の
高
い
形
で
の

国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
二
年
度
中
部
森
林
管
理
局

事
業
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/

 

［
企
画
調
整
室
］
五
月
十
二
日
〜
十
三
日
、
森

林
管
理
局
に
お
い
て
署
長
等
会
議
が
開
催
さ

れ
、
局
長
会
議
（
四
月
二
十
二
〜
二
十
三
日
開

催
）
の
内
容
を
踏
ま
え
た
指
示
が
伝
達
さ
れ
る

と
と
も
に
、
本
年
度
の
業
務
運
営
に
関
す
る
打

ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
会
議
に
は
、
林
野
庁

か
ら
石
井
監
査
室
長
も
出
席
さ
れ
、
国
有
林
野

事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
等
に
つ
い
て
講
話
が

あ
っ
た
。

　

全
体
会
議
で
は
、
城
土
局
長
及
び
竹
林
次
長

か
ら

①
国
有
林
野
事
業
改
革
②
予
算
編
成
・
執
行
改

革
と
収
支
差
管
理
③
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

④
国
産
材
の
安
定
供
給
及
び
利
用
推
進
⑤
吸
収

源
対
策
等
の
森
林
整
備
の
推
進
⑥
綱
紀
の
粛

正
・
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
⑦
生
物
多
様
性

の
保
全
へ
の
取
組
推
進
⑧
野
生
鳥
獣
害
対
策
⑨

民
有
林
と
の
連
携
等
⑩
山
地
災
害
発
生
時
の
民

有
林
と
の
連
携
⑪
労
働
安
全
確
保
等
に
つ
い
て

の
訓
辞
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
各
部
長
か
ら
具

体
的
業
務
運
営
等
に
つ
い
て
指
示
が
行
わ
れ

た
。

　

引
き
続
き
林
野
庁
石
井
監
査
室
長
か
ら
、

高性能林業機械の活用（東信署）

人材育成等の協定の締結（信州大学農学部）

地域住民との懇談会の開催
（尾張西三河森林計画区：瀬戸市・愛知所）

城土局長の訓辞

平
成
二
十
二
年
度

第
一
回
森
林
管
理
署
等
会
議
を
開
催

第
一
回
森
林
管
理
署
等
会
議
を
開
催
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「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
具
体
化
及
び
国

有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
化
に
つ
い
て
」
の
現

状
、
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
署
長
会
議
に
合
わ
せ
、
林
野

庁
監
査
室
か
ら
「
監
査
指
摘
事
項
の
再
発
防
止

に
係
る
指
導
」
等
も
実
施
さ
れ
、
短
時
間
の
中

で
中
身
の
濃
い
会
議
と
な
っ
た
。

 

［
南
信
署
］
四
月
十
三
日
、
長
野
市
の
Ｆ
Ｍ
ぜ

ん
こ
う
じ
の
ス
タ
ジ
オ
で
ラ
ジ
オ
番
組
「
み
ど

り
と
み
ず
と
」
の
収
録
に
井
元
森
林
ふ
れ
あ
い

係
長
が
出
演
し
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。

  「
み
ど
り
と
み
ず
と
」
は
長
野
県
環
境
保
全
協

会
の
提
供
に
よ
り
、
長
野
県
の
企
業
・
団
体
・

個
人
の
優
れ
た
環
境
保
全
活
動
等
を
広
く
県
民

に
紹
介
し
て
い
る
番
組
で
、
三
月
に
信
州
大
学

農
学
部
で
一
般
者
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
「
森

林
に
学
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
お
い
て
、
二
十

年
度
業
務
研
究
発
表
会
の
テ
ー
マ
「
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
取
り
組
み
〜『
郷
学
官
』

共
同
企
画
に
よ
る
森
林
林
業
の
普
及
」
を
発
表

し
た
際
に
、
会
場
で
聞
い
て
い
た
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ

う
じ
の
方
か
ら
「
こ
の
取
組
み
を
、
善
光
寺
平

に
住
む
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
オ
フ
ァ
ー
に
よ
り
、
今
回
の
収
録
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

  

収
録
内
容
は
、
大
学
生
と
森
林
官
が
共
同
し

地
区
の
森
林
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
す
る
ま
で
の

経
緯
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
森
林
管
理
署
や
森
林
官
の
業
務
等
に

つ
い
て
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

  

今
回
の
収
録
内
容
は
、
四
月
十
七
日
、
四
月

二
十
四
日
、
五
月
一
日
の
十
時
四
十
五
分
か
ら

十
五
分
程
度
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

  

一
般
の
方
々
に
と
っ
て
国
有
林
は
ま
だ
ま
だ

身
近
な
存
在
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

引
き
続
き
国
民
視
点
に
立
っ
た
業
務
遂
行
と
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
等
を
通
じ
、
地
域
か

ら
の
信
頼
、
国
民
の
幅
広
い
理
解
と
支
援
を
得

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
平
成
二
十
二
年
三
月

十
八
日
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
が
下
呂
市

内
の
民
有
林
で
完
成
し
た
三
路
線
の
作
業
道
に

つ
い
て
技
術
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

林
業
と
建
設
業
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
設
立
さ
れ
た
「
ひ
だ
林
業
・

建
設
業
森
づ
く
り
協
議
会
下
呂
部
会
」
か
ら
、

作
業
道
作
設
現
地
検
討
会
の
講
師
派
遣
の
要
請

に
基
づ
き
指
導
し
た
も
の
で
、
こ
の
度
、
完
成

し
た
三
路
線
の
作
業
道
に
つ
い
て
技
術
評
価
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
新
規
林
業
参
入
建
設
業
者
六
社
と

森
林
組
合
が
参
加
し
、
切
り
土
高
の
抑
制
、
路

面
水
の
分
散
、
洗
越
し
の
作
設
方
法
等
作
業
道

施
工
上
の
留
意
点
や
ス
イ
ッ
チ
カ
ー
ブ
の
作
設

方
法
に
つ
い
て
技
術
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
地
形
、
土
質
等
に
応
じ
た
作
業

道
の
作
設
方
法
等
に
つ
い
て
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
等
、
新
規
林
業
参
入
に
強
い
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
し
た
。

  

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
規
林
業
参
入

者
を
対
象
に
こ
れ
ま
で
講
習
会
（
座
学
・
実

技
）
や
現
地
検
討
会
の
開
催
等
、
併
せ
て
五
回

実
施
し
て
き
て
お
り
、
延
べ
百
十
名
の
民
有
林

技
術
者
を
育
成
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

林野庁石井監査室長の説明

スタジオの収録風景（左：森林ふれあい係長）

粘土を使ってスイッチカーブの作設方法を説明 完成した民有林作業道において評価


